
KLLP最終報告会

岡島ゼミⅠ報告
大阪大谷大学人間社会学科 伊東賢伸



報告の概要

+ 子どもの権利と関連する政策の動向
+ 岡島ゼミⅠの取組内容

2

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず，岡島ゼミⅠの取組の内容を説明する前に，取組の背景として，子どもの権利と関連政策動向を１分でお話ししておきます。



子どもの権利と関連する政策の動向
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1989年 子どもの権利条約 国連で採択
1994年 子どもの権利条約 日本の国会で批准
2023年 こども基本法 施行（４月）

こども家庭庁 発足（４月）
こども大綱 閣議決定（12月）

2026年 富田林市こどもの権利条例制定（予定）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
子どもの権利は，国際的には，1989年，国連総会で子どもの権利条約が採択され，日本政府としては，1994年にこの条約を批准。その後，日本社会では，（貧困，いじめ，不登校，低い自尊感情など）子どもの状況の悪化と少子化の流れもあって，ここ数年で，こども基本法の施行、こども家庭庁の設置，こども大綱の閣議決定など，子どもの権利条約の精神にのっとり，こども施策の充実につとめるという政策が活発化しています。

そうした国レベルの動きだけではなく，地方自治体レベルでも子どもの権利に関する取組が活発化しています。富田林市においても，2026年３月の子どもの権利条例成立を目指し，現在，さまざまな準備・議論が行なわれています。

子どもの権利条約は40個ほどの子どもの権利が書かれていますが，とくに重要なのは４つの一般原則というものです。ここに書かれている差別の禁止，生命・生存・発達の権利の保障，子どもの最善の利益の追求，子どもの意見表明権の保障というものです。

このうち，子どもの意見表明権の保障は，そもそも日本社会全体が自分の意見を表明するということに慣れていないし，また，いろんな誤解（子どもに意見など言わせると子どもがわがままになる，未熟な子どもに意見などないのでは？といった）もあって，意見表明権を子どもたちに保障するということは非常に難しいこととなっています。



プ レゼンテーシ ョ ンの タ イ トル 4

岡島ゼミⅠの取組内容
「なんでやねん！すごろく」ファシリテータになってみない会の開催

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そのため，「なんでやねん！すごろく」というゲーム教材の普及を目的にした取組を行ないました。

この「なんでやねん！すごろく」とは，関西で子どもの権利について取り組む市民団体のネットワークが，「意見表明」の前にまず「意見形成」から支援すべきという趣旨で，2019年に開発した子どもの意見形成支援ツールで，このゲームをつかえるおとなのファシリテータ養成講座を開催しました。

各マスには，一緒にすごろくを制作した子どもたちのイラストが描かれており，マスに止まると，子どもの権利条約の条文を読み上げるか，実際に学校や家庭など子どもたちの身の回りで起きる「おかしいなあ」と思うことを読み上げ，みんなで「なんでやねん！」とジェスチャーをつけて突っ込むルールになっています。

たとえば，「なんで先生は人によって対応が違うん？」であったり，「お姉ちゃんやったらなんでも我慢しなあかんの？」であったり。このすごろくでは，子どもはおかしいなと思うことについて表現するという権利があり，おとなはそれにしっかりと耳を傾ける義務があるというのが国際的な決まりであり，最近では，日本でも法律になっているよということを子どもたちに伝えます。



+開催日：2025年8月20日

+会場：∞KONROOM

+主催：岡島ゼミⅠ

+講師： 「子どもの権利条約 関西ネッ
トワーク」の方々

+目的：子どもの意見形成支援ができる
人材を10人程度確保するため
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岡島ゼミⅠの取組内容

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう少しイベントについて話すと，イベントは8月20日，金剛地区の∞KONROOMで開催しました。市外から講師をお招きし，市役所職員や子どもの権利に関する活動を行っている団体の方々，学生など10名程度にご参加いただきました。

イベントをするなかで，なんでやねんすごろくをファシリテートする時に起こるトラブルを想定し，各場面での対応を話し合い，多角的な考えを見出すことができていました。




参考文献

1. 子ども基本法プロジェクト「子ども権利条約『4つの
原則』」，
https://www.kodomokihonhou.jp/right
s/index.html

2. 葛飾区「みんなで考えよう！子どもの権利」，
https://www.city.katsushika.lg.jp/infor
mation/kouho/1005537/1031668/1033
286/1033315.html
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
参考文献はご覧の通りです。



ご清聴，ありがとうございました
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。



KLLP活動 最終報告
子どもの権利に関する取り組み

大阪大谷大学 人間社会学科 岡島基礎ゼミ Ⅱ

眞田幸夜、藤本くれは、宮澤里奈、島有姫



取組内容

テーマ：子どもの権利条約を学ぶ
場 所：富田林市立葛城中学校
内 容：以下のとおり

• 子どもの権利の概要を知る

• “気になる権利”を見つけ・発表する

• 子どもの権利かるたを実践する

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回の取り組みでは、「子どもの権利条約」をテーマに、富田林市金剛地区にある葛城中学校の1年1組と1年2組で授業を行いました。

内容は３本柱で，

➀子どもの権利条約の概要など、子どもの権利に関する基本を知ってもらえるよう，私たち大学生がレクチャーをしました。
➁次に、子どもの権利に関する知識だけではなく，もっと自分事として関心をもってもらえるように，子どもの権利条約の約40条を記した紙をくばって，そのなかから「気になる権利」を探してもらいました。そして，どうしてその権利が大切だと思ったのかを発表してもらいました。この活動を通して、自分の考えを整理し、友達と意見を共有する機会になりました。
➂さらに，楽しく学びを深めるために「子どもの権利かるた」に取り組みました。遊びを通じて子どもの権利の内容をより深く知ってもらうようにしました。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは実際に使用したカルタの写真です。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは授業で使用したスライドの一部でジェスチャー等も活用しながら中学生にも分かりやすい言葉を使用しながら
授業を進めることができました。



目的

・子どもの権利条約について知ってもらうため

・自分と他者の権利を尊重してもらうため

・戦争や貧困などの世界で起こっている問題
を知ってもらうため

・意見を人に伝えるという経験が将来の社会づく
りにつながるため

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
あらためて，なんでこのような取組を行なったのか，目的について述べたいと思います。

授業を行った目的として、➀子どもの権利条約について知ってもらうため，➁自分と他者の権利を尊重するようになってもらいたいため，➂戦争や貧困など，世界で起こっている問題を知ってもらうため，➃自分の意見を人に伝えるといった活動をつうじて将来の社会づくりにつなげたいということもありました。

こうしたことを念頭に置き，授業内容を決め，授業を行ない，その後，子どもたちには振り返りシートに記入してもらいました。




気になった権利・学んだこと

1. 「遊ぶこと・休むことも権利である」ことへの気づき

普段当たり前だと思っていた遊びや休みが「子どもの権利」
として守られていることに驚き。

2. 「暴力や戦争から守られること」の大切さ

武力紛争や暴力から子どもを守る条項に関心が集まり、安心
したり大切だと思ったりした。

3. 「教育や育つ権利」が強調されていること

子どもが自分の可能性をのばすために教育があること、守ら
れていることを知った。

感想・学び

・権利が「遊び」「教育」「安全」など身近な生活にも関係している

ことを知った。

・子どもが守られる対象として強調されていることに安心した。

・普段当たり前と思っていたことも「権利」として保障されているこ

とを実感。

・戦争や暴力からの保護など、自分ではあまり考えたことのない

視点を学んだ。

・大学生の人がやさしく説明してくれ、絵本やテレビを使った授業

がわかりやすかった。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらが実際に振り返りのシートに書かれていた内容を簡単にまとめた物になります。

お時間の関係上，内容の詳細な紹介は控えさせていただきますが，授業やかるたの実践などをつうじて，子どもたちは自分たちの権利について新しい気づきを得ただけでなく、友達の意見を尊重し、多様な考え方を学ぶことができたようです。学ぶだけでなく、楽しく体験しながら理解を深めることができたのが、この取り組みの成果だと思います。




ふりかえり

①自己に関する認識
・自身の長所・短所に気づいた

②他者や社会に関する認識
・多様性の尊重
・協働と臨機応変の大切さ
・知識を深めて伝える力の重要性
・教材の工夫（かるた・クイズ等）と課題
・心理的安全性への配慮

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また，子どもたちが得たものと同時に，今回の出前授業で，自分たち大学生側も得るものがありました。これを２つの観点から整理したのがこちらです。

まず、1つめ、自己に関する認識です。� 子どもの権利についての授業をしたことで自分への理解も深まりました。自分の声の特徴といった長所や、語彙力不足といった短所にも気づくことができました。さらに、頭の中の考えを整理して言葉にすることの難しさも実感しました。
次に、2つめ、他者や社会に関する認識です。� 人それぞれ考え方が違うため、公平に接するには多様性を尊重する必要があると学びました。模擬授業では、チームワークや臨機応変さの大切さを実感し、自分の知識を深めることも必要だと感じました。また、かるたやクイズなど教材の工夫は有効でしたが、内容を体系的にまとめることには課題が残りました。さらに、子どもが安心して意見を出せるように心理的安全性の大切さにも気づきました。
全体を通して、自己理解の深化、多様性の尊重、そして授業の工夫の必要性を学び、子どもの権利教育の重要性を改めて確認できたと思います。




ありがとうございました。



KLLP成果発表

角谷 惣一郎
野口 大輔
植村 怜奈



中間発表時点での進捗

 わっくcafeでの飲食物提供・子ども向け

イベントの開催

 イベントに向けたチラシ制作

販売する商品の価格設定・原価率計算

 商店街会長に課題と目標に関する

インタビュー



事前準備

ターゲティング メニュー作成 チラシの作成

売り上げ目標設定 当日の役割分担 当日の材料調達



🍴🍴



当日の様子



当日の朝の様子



営業時の様子



原価計算（収入）

収入

商品 単価 数量 売上

唐揚げ 200 18 3600

ポテト 200 19 3800

スーパーボールすくい 200 17 3400

飲み物 250 15 3750

コーラ 300 3 900

合計 15450



原価計算（支出）
支出

商品 単価 数量 支払い

唐揚げ 448 4 1935

ポテト 328 2 708

スーパーボール 2487 1 2487

ポイ 1575 2 3150

油 488 1 527

塩 149 1 160

調理用具 100 6 660

諸費用 50 15 750

合計 10377



学び・気付き

 効率的に人を動かす大切さ

 黒字を目指すことの難しさ

 臨機応変に対応することの重要性

 金剛地区の活性化につながる、地元の方との交流ができた



振り返りと反省点
 チラシ配布が開催の直前になってしまった

 スタッフそれぞれの担当を明確にしておく

 高齢のお客様に配慮したメニュー構成

 提供順がわからなくなった

次回に活かすこと

 事前の打ち合わせを入念に行う

 高齢者向けのメニューの事前調査を行う

 年齢層別にメニューを展開する

 整理券導入する



富田林市の小地域ごとの特徴が分かる
資料・教材作成の試み

大阪大谷大学 江上ゼミナールⅠ（3年生ゼミ）
池田光希、江藤日向、福本悟、吉川天音
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昨年度の取組
富田林市の小地域ごとの特徴が分かる資料・教材の作成

• 昨年度はe-Stat 等にある既存の統計資料をもとに、
富田林市の小地域ごとのデータを閲覧できるExcel ファイルを作成

• 具体的には、
「小地域別の男女別・5 歳階級別人口データ」
「小地域別の将来人口推計（2025～2050 の 5 年ごとの人口）」
を閲覧できる資料を作成した。

※小地域…「〇〇1丁目」や「大字〇〇」といった区域

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題
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昨年度作成した資料のイメージ
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町名をクリック！

左側の地図上にある
町名をクリックする
ことで、右側にその
小地域のデータが
表示される。

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



なぜ「資料・教材作成」の取組を行うのか？
大阪大谷大学の学生は、
必ずしも元から富田林市に縁のある学生ではないため

• 例えば、前年度のゼミ生5名の学生の中で、
活動前から「金剛地区」を知っていた学生は1名のみ
（その1名はボランティア活動で訪問経験あり）

• 今後、学生が新たに地域連携活動に取り組む際に、
街の概要をあらかじめ把握しやすい資料があると
便利ではないかと考えた。
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１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



今年度の取組（「現状の把握」と「更なる地域情報の取得」）
「現状の把握」のための「富田林市の認知度調査」

• 大阪大谷大学の学生が、富田林市のことを
どの程度認知しているのかの調査

• 他の自治体による認知度調査を参考に設問を設計

「更なる地域情報取得」としての
「Googleマップの各スポット情報の取得」
• Googleマップに記録されている
富田林市の各スポットの情報を取得する

• スポット情報を小地域別に整理し、
各地域の特徴を把握できるようにする 5

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題

スポット情報の例



認知度調査の実施方法
主な質問項目

• 他の自治体による認知度調査を参考に設問を設計。
• 「フェイスシート（学年、出身市町村、現住市町村）」
「富田林市への訪問経験」「富田林市へのイメージ」 等

調査対象、配布・回収方法
• 「教育原理」（教育学部1回生配当：履修登録149名）、
「教育の方法と技術」（教育学部2回生配当：履修登録117名）の受講生

• 2025年6月13日、6月16日の授業時に、Microsoft Formsで
作成したアンケートフォームにつながるQRコードを表示。

• 回答数：170件（履修登録計266名の63.9％）

6

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



調査結果①
富田林市全体の認知度・訪問経験

⮕約35％の学生が「1～数回」以下と回答
⮕大学の所在地をあまり把握していない？ 7

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



調査結果①
富田林市全体の認知度・訪問経験

⮕学年による有意な差があるとはいえない（χ2=4.45, p=0.348）
※２回生：61件 ３回生：1件 ４回生：5件 8

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



調査結果③
富田林の各スポットの認知度
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

ミューラル（近鉄富田林駅前）
観光交流施設きらめきファクトリー

市民プール（富田林オーエンスプール）
農業公園サバーファーム

富田林寺内町
金剛団地
錦織神社

すばるホール
石川河川敷

瀧谷不動明王寺
PLの塔（大平和記念塔）

富田林駅周辺（飲み屋、カラオケ、スーパー、飲食店など）
錦織公園

頻繫に行く 一度行ったことがある 名前を聞いたことがある 全く知らない

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



調査結果④
富田林市のイメージ
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0 20 40 60 80 100 120 140 160
都会的

出かけられる場所が多い
スポーツが盛んだ

発展している
商業地である
買い物に便利

新しい取り組みをしている
洗練されている

面白そうだ
治安が良い

住環境が良い
食が豊かだ

町の人に人情味がある
良いイメージがある
伝統・文化がある

住宅地である
田舎的

自然が豊かだ

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



取得したい情報の概要
Googleマップの各スポットの情報

• Googleマップにて各地点をクリックした際に
出てくる右図のような情報を地域別に整理し、
各地域の特徴をとらえたい

• 具体的には、
スポットの名称（右図だと「金剛第二住宅公園」）
種類（右図だと「公園」）
評価値（右図だと「4.5」）
住所 等
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１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題

スポットデータの例



Googleマップのスポット情報を取得するために
Google Cloudの活用

• Google Cloudにて
「Place API(New)」（Googleマップのスポットデータを取得する）
「Geocoding API」 （データを集めたい範囲の緯度経度情報を取得する）
を利用する。

• 「Place API(New)」の無料枠は取得したいデータによって
異なってくる。
• 名前、住所など … 10000リクエストまで無料
• 電話番号、営業時間など … 5000リクエストまで無料
• 評価、レビューなど … 1000リクエストまで無料

12
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今回のスポット情報取得の方法
範囲の指定 ⇒ 検索地点の設定 ⇒ 検索

• Geocoding APIを使って、
富田林市を取り囲む緯度経度情報を取得

• 富田林市を取り囲む緯度経度情報から得た
四角の範囲を19×12に分割した格子を作成

• 各格子点から半径450mの範囲を検索

※19×12＝228回のリクエストで済むので、
無料の範囲で収まる 13

１．はじめに ２．認知度調査 ３．スポット情報の取得 ４．今後の課題



取得できた情報の例
※例えば、レビュー数50件以上の飲食店について
評価の高い順に並べた場合

14
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今後の課題
富田林市の認知度に関する課題

• 大阪大谷大学の学生について、
大学周辺地域に目を向けている学生が多いとは言い難い状況。

• 地域連携の取組等に関する学内での周知方法を検討する必要がある。

スポットデータの活用について
• 現在は情報が取得できた段階で終わっているため、
この情報をより気軽に閲覧できるような形式に
落とし込む必要がある。

１．はじめに ２．作成した資料 ３．作成過程の紹介 ４．今後の課題
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参考資料
• 「e-Stat 政府統計の総合窓口」

https://www.e-stat.go.jp/
（最終閲覧日：2025/10/01）

• 「地図で見る統計（jSTAT MAP）」
https://jstatmap.e-stat.go.jp/trialstart.html
(閲覧日：2025/10/01)

• 「国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」
https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/t-page.asp
(閲覧日：2025/10/01)

• 富田林市観光協会「とんだばやしナビ」
https://tondabayashi-navi.com/index.html
(閲覧日：2025/10/01)

• 東村山市「認知度アンケート調査結果」
https://www.city.higashimurayama.tokyo.jp/shisei/keikaku/bunya/shisei/citypromotion/cptorikumi/cpchousa/nintido2703.html
(閲覧日：2025/10/01)

• 宇和島市「うわじまシティブランディングに関するアンケート調査」
https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/uwajima-city-branding/r3-questionnaire.html
(閲覧日：2025/10/01)

• 島根県「しまねの観光認知度調査」
https://www.pref.shimane.lg.jp/tourism/tourist/kankou/chosa/ninchido.html
(閲覧日：2025/10/01)

１．はじめに ２．作成した資料 ３．作成過程の紹介 ４．今後の課題
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大阪大谷大学

今宮ゼミⅠ活動報告

片山七音・前芝皓規



ウォーカブル KONGO

【実施日】 10月25日 （土）11：００～

【内容】 ・ゼミで「ぽんぽんすくい堂」
（人形・スーパーボールすくい）

【目的】
金剛地区の子どもが外で遊ぶ楽しさや家
の中では味わえない楽しさを感じてもらい
金剛地区を盛り上げる。

＜この活動を通して得たこと＞

①子ども理解についての学び
・子どもは「簡単そうでちょっと難しい遊び」に
一番夢中になること。
・年齢によって遊び方や楽しみ方が全然違う
こと。
・勝ち負けよりも「取れた！」「できた！」という
達成感が大事だということ。
②地域とのつながり
・地域イベントは「遊び」だけではなく、人と人
を繋ぐ場所になること
・外で遊ぶ機会があることで、子どもの笑顔や
活気が地域全体に広がること

2



LOVE NEPAL
【実施日】 11月19日（水）

18時30分～20時00分
【内容】 ・モモづくり体験

・ラッシー提供
【目的】
ネパール料理を通して国際交流を深めるこ
とで、ネパールの暮らしや風習に関心を持
つきっかけとなること。
国際的な視野を育むこと。

＜この活動を通して得たこと＞
①異文化理解のきっかけを感じた。
ネパール料理を実際に知ることで、ただ話
を聞くだけよりも文化を身近に感じることが
できた。
②国際的な視野の広がり
世界には多様な価値観や生活様式がある
ことを実感した。異なる文化を尊重する姿
勢の大切さを学び、他国に対して関心を
持つ意識が高まった。
➂交流の大切さ
食を通した交流は、言葉の壁を越えて人と
人をつなぐ力があると感じた。

3



ウォーカブル

・地域の子どもたちに安心して遊べる場を
提供することで、健全な成長を支えること
ができた。
・世代を超えた交流のきっかけをつくり、地
域のつながりを強める機会になった。
・地域の行事に参加することで、「自分たち
も地域の一員である」という意識を高める
ことができた。
・子どもの笑顔や活気が地域全体の雰囲
気を明るくし、地域活性化につながった。

LOVE NEPAL

・地域の中で異文化に触れる機会をつくること
で、多文化共生への理解を広げることができ
た。
・外国にルーツをもつ人々を身近に感じるきっ
かけとなり、地域全体の受容的な雰囲気づく
りにつながった。
・国際交流の場を地域で実施することで、地
域の活性化や新たなつながりに貢献できた。
・食を通した交流により、世代や国籍を越え
たコミュニケーションの場を提供することができ
た。

4

地域貢献としての意味



ご清聴ありがとうございました。



KLLP：学びの場創出プロジェクト
2026年2月17日(火)報告会

大阪大谷大学 教育学部教育学科学校教育専攻

今宮ゼミ：北見・小中・西・橋本・平野・増本



活動のコンセプト

これまでの活動

活動の成果と反省

さいごに

１

２

３

４



１ 活動のコンセプト



KLLP:学びの場創出プロジェクトに
おけるコンセプトって？



子どもたちにとって、安心できる自分の居場所

自分たちにとって、子どもたちと共に学び、
共に成長できる場所

子ども支援の活動を通して、

自分たちのスキルアップ



２ これまでの活動



2026年2月現在

卒業に向けて
各々活動中

卒業に向けて

2025年9月

多くの子どもたちに
楽しんで貰いました！

Park Day 2025 in Kongo

「おすなでア～ト」

イベント参加

2025年8月

準備物や試作品の作成、
何度か会議

「Park Day 2025 
in Kongo」において、
今宮ゼミ独自にアート
ワークショップを開催
することに

イベント準備

2025年3月

錦織公園にて、
子ども向け謎解き
スタンプラリーを
開催

イベント開催‼

2025年1～2月

イベント会場の
下見や景品の購入、
チラシ作り等

イベント準備

3月のイベント開催に
向けて準備

2024年10～12月

放課後の時間帯に来訪
（主に17：00～）

通常活動

イベント後は通常
の活動を継続

2024年9月

イベントへの初参加

金剛てんこもりフェス

アートワークショップ
や運営等のお手伝い

2024年8月

活動開始

夏休み期間

「楽しい」をもっと‼
～一緒に宿題を

やっつけよう大作戦～



３ 活動の成果と反省



普段見ることのできない子どもの“リアル”をKLLPでの

活動を通して見ることができたことが自分たちにとって

最も大きな成果

❶子どもの“リアル”な姿を見ることができた



❷イベントでの様々な経験

イベントの計画案・チラシ等の作成、開催するための

前準備、当日のトラブルへの対応など、

KLLPの活動で得られた経験

コンセプトにもあった、

をおおむね達成できた

「子ども支援を通して、スキルアップ 」



①地域活性の観点

KLLP（KONGO Living Lab Project）の
目的を真に達成できたのかは少し疑問が残る……

子どもの放課後支援やイベントの開催によって一時的な活性化はできたが、日常的な
∞KONROOMへの来訪や地域住民との関わりが少なく、「持続」という部分で課題が
あったのではないか

この取組では、金剛地区のエリア価値向上を目指すUR都市機構・
市と、地域交流、社会貢献及び学生の生きた学びの確保を目指す大阪
大谷大学・阪南大学が金剛地区をフィールドとした研究や実践を展開
することにより、金剛地区のエリア活性化につなげていくことを目的
としています。
（富田林市ウェブサイト「大阪大谷大学、阪南大学、UR都市機構、富田林市による4者連携
（KLLP）について」より，大阪大谷大学、阪南大学、UR都市機構、富田林市による4者連携
（KLLP）について - 富田林市公式ウェブサイト，2026年2月12日閲覧）

KLLPの目的って……？

http://#


②引継ぎの不足

〇報告会にて何度も課題に挙げてきた人員不足についても結果的に改善できず

〇ゼミナールの現3回生への引継ぎも不十分

●活動をより活発にすることができなかった

●今後もKLLP：学びの場創出プロジェクトを継続
していくための土台作りに失敗……



４ さいごに



2024年7月から活動を開始し、現在に至るまで
色んな方々にお世話になりました。

富田林市、UR都市機構、阪南大学、大阪大谷大学及びそ

の他関係機関の皆さまには、心より感謝申し上げます。

また、イベント等の開催に際してご協力いただいた方々、

参加してくれた子どもたちや保護者の方々にも、厚く御

礼申し上げます。



ご清聴
ありがとうございました！



地域の日本人住民と外国人住民との
多文化共生サポートプロジェクト

大阪大谷大学 日本語日本文学科 杉本ゼミ
（ゼミ生：北村美乃莉、高橋颯希）

発表者 北村美乃莉、高橋颯希



目次

・目的
・わくわくネパールについて
◦内容
◦アンケート結果

・ミニ万博in金剛について
◦内容
◦アンケート結果

・まとめ ゼミ生の学び



目的
・近隣住民をはじめ、全ての人が多文化に触れて楽しみ多文化を知ること
・地域の日本人住民と外国人住民との交流と相互理解のきっかけをつくること

前期》わくわくネパール 後期》ミニ万博in金剛



《わくわくネパール》
協力
LOVE NEPAL、南海電鉄、ボランティア学生

日程
6～8月の最終水曜日

（6月25日・7月30日・8月27日）

活動
企画・運営、ポスター制作・掲示、アンケート作成など



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
金剛駅前にある、「LOVE　NEPAL」で毎月最終水曜日に多文化交流イベントを開催しました。この活動は、「LOVE　NEPAL」の店主ラビンさんと店員さん、南海電鉄の方々の協力のもと行いました。
第一回は手作りカードゲームでネパール語に触れ、第二回にはラビンさんと店員さんに教えてもらいながらネパールダンスを参加者全員で踊りました。第三回には「ダルバート教室・スパイス講座」を行いました。ダルバートとは、ネパールで朝晩二回も食べられているという国民食ともいわれている定食です。



アンケート結果▶▶
どんな人？➡金剛駅が最寄り駅である方が多く参加してくれた。

40代と50代の参加者が多く、女性が多い。

イベントはどうだった？➡どのイベントも過半数が満足度に対して
とてもいいと回答。

多文化共生のためにあなたができることは？
➡積極的に話しかけること、多文化共生イベントに参加すること

他の文化を学ぶこと、互いの文化を交流するなど。

他にどのようなイベントがあれば参加したいですか？
➡ネパール語講座、料理教室、映画

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
参加していただいた方々に毎回アンケートを取らせていただきました。
金剛駅が最寄り駅である方が沢山参加してくれ、どのイベントも40代と50代の方が多く。比較的女性が多かったです。
イベントの満足度の質問にはどのイベントも過半数がとてもいいと回答していただきました。
多文化共生のためにあなたができることを聞いたところ、積極的に話しかけること、多文化共生イベントに参加すること、他の文化を学ぶこと、互いの文化を交流するなどの意見をいただきました。
これらの結果から、




「ミニ万博in金剛」



《ミニ万博in金剛》
協力
南大阪国際語学学校、富田林市、UR都市機構、南海電気鉄道株式会社、大阪
大谷大学（サポーター（３４名）・書道部・ダンス部・岡島先生)、阪南大学、大阪産
業大学、LOVE NEPAL、鳥唄山馨、LAZOS、AMAYA FARM、∞KON ROOM
日程
2026年1月25日（日） 11:00～16:00（15:30最終入場）
目標来場者数 実来場者数
１００人→１５０人→２００人→３００人 ２９３人
活動
企画、運営、プレスリリース制作、ポスター制作、掲示、シールラリー作成、アンケー
ト作成など













来場者アンケート結果（総数71）
▶▶

どんな人？➡10歳未満から70代以上までの幅広い年齢層、30代～60代が多い。
金剛地区からが多いが富田林市以外の大阪府などもいた。



来場者アンケート結果（総数71）
▶▶

イベントはどうだった？➡多数の方が「楽しかった」と回答。
留学生によるブースをはじめ、日本ブースやステージなどが
印象に残った。
「会場が狭かった」との声があった。
多数の方が「イベントを通して、外国の文化に対する興味が
わいた」と回答。

多文化共生のためにあなたができることは？
➡挨拶、声かけをする。やさしい日本語を使う。

外国/日本について知るなど。
これから外国出身の方とどのように関わる？

➡「気軽に声を掛け、会話する」や「尊重し合う」などの声があった。



来場者アンケート結果（総数71）
▶▶

やさしい日本語について

気づいたこと
➡誰に対しても使える。
「やさしい気持ちになる」と気づいた。
難しいけど使うと伝わりやすい。 など。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
カタコトのやさしい日本語でも充分伝わるし分からなくても伝わるように考えるようになった。 「やさしい気持ちになる」と気づいた



サポーターアンケート結果（総数２６）▶▶

問）楽しかったですか。 問）留学生(外国の方)と話せましたか。



サポーターアンケート結果（総数２６）▶▶

問）イベントの目的（多文化共生
のきっかけづくり）を達成すること
に貢献できましたか。

問）参加する前と後で「多文化共生」に
対する意識や考えは変わりましたか。



サポーターアンケート結果（総数２６）▶▶

問）参加する前と後で「多文化共生」に
対する意識や考えは変わりましたか。 →どのように変わったのか。

・より興味をもった、知りたくなった。
・多文化を知ることの重要性を感じた。
・思ったよりも話しやすかった、やさしかった。
・取り組む姿勢次第でしっかり関わることができると感じた。
・言語の壁があると思っていたけれどそんなことはなく仲良くなれる
ことを知った。
・多くの留学生が日本や日本の方々についてもっと知りたいと思っ
ていると身をもって知れた。



サポーターアンケート結果（総数２６）▶▶

問）これから外国人とどのように関わっていきたいですか。

・日本の魅力を伝えたい、話してみたい。
・積極的にコミュニケーションを取って優しい日本語を心がけていき
たい。
・異文化をもっと知りたい。
・偏見とかせずに普通に接したい。
・その人達の文化を理解し、尊重しながら関わりたい。
・分からないところや困っていることをサポートしていきたい。
・お互い協力していきたい。



まとめ ゼミ生の学び ▶▶
• イベント運営には、事前の計画と役割分担が欠かせないことを学んだ。
• 参加者の立場に立った、分かりやすい伝え方や配慮の必要性を理解
した。
• 実際の運営を通して、予想外の出来事に対応する力が身についた。
• チームで協力することで、より良い運営や課題解決につながると分
かった。
• 交流の場をつくることが、多文化共生の理解を深めることにつながる
と実感した。

最後に
本イベントは、参加者の皆様や運営にご協力くださった方々の支えにより実現しました。
この場を借りて、心より御礼申し上げます。



IoTデバイスによる人流測
定システムの試作

KLLP成果報告会 (2026/2/17)
大阪大谷大学 3回生中村ゼミ 河原林春香



本プロジェクトの目的
まちの活性化状況を客観的に図るには？

人流が活性化状況の指標となり得る

人流をどう測定するか？

IoTデバイスとカメラで自動的に
測定できるシステムを開発 金剛地区にて実験

人流のデータが活性化
施策の材料となる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まちの活性化状況を数値データとして表すことは大変難しいですが、人流によっておおむね把握できると考えられます。人流測定を行うことで、新たな施設づくりやイベント開催場所の設定をより効果的にできると考えました。通常、人流は測定者が手で行うものですが、私たちは、自動で測定するシステムを作ることにしました。そして、それを金剛地区を対象として、システムの有効性を確かめつつ、人流データを分析したいと考えました。




プロジェクトで試作したシステムの概要
• ラズベリーパイ

o汎用的なIoTデバイス
oセンサーやカメラを接続するこ
とにより、さまざまな用途で用
いることができる

• YOLO
oAI技術により、物体検出・追跡
を行えるアルゴリズム

oPythonで動作するライブラリ
が開発・無料配布されている

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
プロジェクトで試作したシステムの概要を説明します。
ラズベリーパイは汎用的なIoTデバイスであり、センサーやカメラを接続することで、様々な用途で用いることができます。
YOLOは、AI技術により、物体検出・追跡を行うアルゴリズムであり、誰もが無料でその技術を利用することができます。




３種の実験方法
• Raspberry Pi + 人感センサー

o最も安価なシステム
o正確な計測は期待できない

• Raspberry Pi + カメラ + YOLO
o撮影した動画をYOLOにより分析

• Raspberry Pi Zero + AIカメラ
oAI機能を搭載したカメラを用いる
oラズパイ本体への負荷が軽減される

学習データや機器の設定が困難
夜間の測定には不向き

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３種類の方法で実験を行います。
Raspberry Pi + 人感センサー は、人の通過を赤外線で測定するシステムで、最も安価ですが、正確さに難があります。
Raspberry Pi + カメラ + YOLO は、夜間撮影にも対応したカメラで撮影して記録した動画を、YOLOによって人流測定に使用するものです。
Raspberry Pi Zero + AIカメラ は、AI機能を搭載したカメラを用いるものです。ただし、AIカメラへの学習データの設定が大変であること、夜間は不向きであるため、今回結果を公表するには至りませんでした。




社会実験「ウォーカブル金剛」での結果
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目視による測定結果(2026/10/24)
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目視による測定結果(2026/10/25)
金剛駅へ 金剛駅から

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、実際にこのシステムを用いて、10月24日・25日に開催された社会実験「ウォーカブル金剛」において人流測定を行いました。
IoTデバイスによる自動測定の検証を行うために、目視による人数カウントも行いました。この棒グラフは目視による測定結果です。
緑の棒グラフが金剛駅へ向かう人数、青の棒グラフが金剛駅から来た人数を示しています。





社会実験「ウォーカブル金剛」での結果

0

50

100

150

200

250

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30

目視と人感センサーによる測定結果(2026/10/25)

人感センサー
目視

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
人感センサーによる測定結果です。
人感センサーでは、進行方向を測定することができないため、両方向の通行人数の合計を示しています。
赤の棒グラフは人感センサー、緑の棒グラフは目視によるカウントの結果を示しています。多少のずれは見受けられますが、おおむね人流を追うことができています。
12時付近では、目視による人流よりも少なくカウントされています。これは、人が多いと、一人一人を個別に識別することができないためです。



社会実験「ウォーカブル金剛」での結果
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降雨による測定困難時間帯
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、撮影した動画をYOLOで分析した人流を測定した結果を示します。
赤の棒グラフはYOLO、緑の棒グラフは目視を示しています。こちらも大まかには測定できているといえますが、13:10から14:20に雨が降って機器を保護したために動画が記録できていなかったこと、12:20あたりに人がカメラ前で立ち止まるなどの測定困難時間があったため、測定場所の選定によって影響を受けやすいことがわかりました。



まとめ
• 取り組んだこと

• 「ウォーカブル金剛」にてIoTデバイスを用いた人流測定を行った
• 結果

• IoTデバイスを用いた人流測定として、一定の利用価値が得られた
• 人感センサーを用いたシステムでは、人流が少ない場合には有効
• 動画による非同期測定（後処理による方法）が容易である
• AIカメラを用いたシステムは、うまく動作しなかった

• 課題
• 同期測定(リアルタイムに処理する方法)を行うには、相当なチューニ
ングや高度な学習データが必要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
結果として、IoTデバイスを用いた人流測定は、一定の利用価値が得られました。
人感センサーを用いたシステムは、人流が少ない場合には有効です。
動画による非同期測定（後処理による方法）は容易に行え、一定程度の結果が得られました。
AIカメラを用いたシステムは、学習データの設定の問題からうまく動作しませんでした。
課題として、同期測定(リアルタイムに処理する方法)を行うには、相当なチューニングや高度な学習データが必要であることがわかりました。
以上で、発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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